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●訴えの提訴について（全４件）を承認
　市営住宅の家賃滞納者に対して、地方自治法（昭和２２年
法律第６７号）第９６条第１項第１２号の規定により議会の議
決を求め、訴えを提起するもの。

●�令和７年度人吉市水道事業特別会計補正予算（第３号）を承認
・漏水修繕実績と状況
問　漏水の主な原因は何か。
答�　�埋設から数十年経過しており、保護砂不足や無理な曲

げ配管が原因である。現在は対策を行っている。
・大畑配水池の電気計装設備落雷被害
問　落雷被害はいつごろ起きたのか。
答�　�９月１７日午後０時半から１時の間。
問　�落雷被害は保険の対象となるのか。
答�　�落雷・凍結に起因する偶然な事故も保険の対象とされて

いる。

問　�説明資料の写真では焼損箇所が少ないように見えるがど
こまで修繕するのか。

答�　�資料では焼損箇所だけを示しているが、目に見えない計
器類にも被害が生じており、現在被害がない所も雷によ
るストレスが蓄積されている事から、今後不具合が出な
いよう全体的に修繕を行う。

●委員長　松村 太　　●副委員長　豊永 貞夫
●委　員　大塚 則男・平田 清吉・西 信八郎総務文教委員会報告

●委員長　池田 芳隆　　●副委員長　徳川 禎郁
●委　員　井上 光浩・福屋 法晴厚 生 委 員 会 報 告

●条例案件の４件を承認
・人吉市手数料条例の一部を改正する条例
　多機能端末機による証明書等の交付手数料の特例を規定
するもので、令和 8年 3月1日から令和 10 年 2月29日ま
での 2年間、手数料を150円に減額するもの。
問　多機能端末とはどういうものか。
答�　�コンビニ交付に対応している自治体であれば、全国どこ

でも証明書の交付が受けられる非常に利便性が高い機
械で、市役所１階にも設置してある。

要望�　�多機能端末機の操作方法や窓口交付との手数料の違
いなど、十分に周知してほしい。

・�人吉市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例
　就労要件を問わず、時間単位で柔軟に利用できる乳児等
通園支援制度（こども誰でも通園制度）を実施するための認
可基準を定めるもの。

問　�こども誰でも通園制度総合システム導入に当たり、事
業者等は特別な機器が必要か。

答�　�事業者等が所有しているパソコンでシステムを利用できる。
問　利用者の自己負担分の支払い方法は。
答�　利用者が現金で各園に支払うことになる。

●�特別会計補正予算２件（国民健康保険事業・介護保険）を承認

●�「人吉球磨准看護学院へのさらなる支援を求める請願」
は挙手による採決により、賛成少数で「不採択」
　「請願の趣旨は十分に理解できる」とした上で、各項目に
ついて、「人吉市行財政健全化計画で補助金を一律１０％削
減した経緯がある。一部のところだけ変更するのはどうか」、
「ふるさと納税の応援メニューは、市民から要望があったか
らといって増やしていく性質のものではないと考
える」、「日本一の医療介護都市ひとよしの文言
は、総合計画の中に趣旨として、既に盛り込ま
れている」などの意見があった。

●公の施設の指定管理者の指定について承認
　人吉鉄道ミュージアムＭＯＺＯＣＡステーション８６８の指
定管理者に、一般社団法人青井の杜外苑街づくり協会を指
定するもの。
問　指定管理者の選定委員会の構成は。
答�　�条例に規定されており、副市長と各部局長の９名で構成

されている。
問　指定管理での修繕に金額の上限はあるのか。

答　�原則 20万円以下の修繕は指定管理者の負担となる。
原因者の損害については、原因者が負担する。

問　�ＭОＺОＣＡステーション８６８内の展示物の入れ替えや
催し物をするときは、指定管理者が行うのか。また、市
でも企画を持ち込めるのか。

答�　�原則として全ての業務を指定管理者が行
う。市が実施したい事業については、必要
に応じて協議する。

落雷被害があった大畑配水池の計器類

動画視聴

●委員長　牛塚 孝浩　　●副委員長　宮﨑 保
●委　員　川上 紗智子・村上 恵一・田中 哲経済建設委員会報告

動画視聴

動画視聴

保安器焼損

水位計焼損 サンプリングポンプ焼損

配水流量計焼損
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　●委員長　牛塚 孝浩　　●副委員長　平田 清吉　　●委員　全議員

復興・安全まちづくりに関する特別委員会
●�芦北町防災監の橋本啓之氏を招いての自然災害に係る
防災研修

問　�地域住民が自主的に避難所を運営する組織、避難所運
営委員会設置の進め方は。

答�　�小学校区ごとに避難所開設支援班を設置し、運営訓練
等を通じて公助の限界や共助の重要性を共有する。

問　�防災訓練に、多くの人や若者が参加できる仕組みづくり
は。

答�　�町内会の行事を圧迫しないように、清掃活動や家族で
参加しやすいイベント（炊き出し訓練・食事会）等に併せ
て実施する。

問�　�日奈久断層地震への
備えとは。

答�　�地域防災計画に反映
し、独自の防災訓練を
行い、継続的なＰＤＣ
Ａサイクルを回すこと

が重要である。
問　�南海トラフ地震が発生した場合、県の協定に係る被災

地に対する本市の対応とは。
答�　�熊本県は太平洋側の自治体を支援する立場にあり、本

市は震度５強の発生が予想されるが、広域への応援が
スムーズに運用されるように自己完結できる体制の構築
が重要である。

●�国道４４５号道路改築事業（山田川～（仮）上青井町交差
点）の進捗

問�　�工期は。
答�　�令和10年度に着手予定だが、青井地区の区画整理事業

を中心に、市道宝来村山線と交わる交差点区間を先に
施工しており、進捗次第では遅くなる可能性もある。

問�　�道路拡幅工事の影響が出る南側の店舗などはどうなる
のか、納得されているのか。

答�　�現段階では事業の説明にとどまっており、反対か賛成
かは分からない状況である。

総務文教委員会（行政視察）

橋本防災監による説明

日　程：令和７年 10月 14日（火）～ 16日（木）
視察先：埼玉県鴻巣市
項　目：包括施設管理業務事業について
内　容：公共施設維持管理業務を民間に包括委託する
ことで、管理水準の統一や安全性の確保、財源・技術
職員不足等の課題の解決と事務の効率化を図り、従来
事業者との協調体制の構築やＤＸ化等を実現している
点を学ぶことが目的です。
まとめ：本市でも取り組む必要性を強く感じました。
事務削減等による業務効率化の費用対効果は高く、職
員満足度も高い。適正な管理体制のため、職員の管理
意識を共通化している点など含め、専門職員の確保と
財政負担とのバランスなど管理体制についての議論を
深めたいと考えます。

視察先：埼玉県ふじみ野市
項　目：ふじみ野市文化施設整備事業について
内　容：ふじみ野市は市と町の２つが合併したため、
同種の公共施設、その維持管理と財政負担が課題でし
た。施設の維持・建替え・新規整備・廃止・統合を検討し、
事業効率化のためＤＢＯ方式（民間事業者に設計・建
設・運営を一括委託する方式）での新規整備や指定管
理者を活用した実績を学ぶことが目的です。視察 1か
所目は旧勤労福祉センターで市民活動・文化芸術の交
流の場、２か所目は旧文化ホールと図書館を一体化し、
文化芸術の振興、社会教育・生涯学習活動などコミュ
ニティーづくりの複合総合拠点です。

まとめ：市民の
ニーズと行政方
針を反映し、市
民の利活用と満
足度の向上につ
ながっていまし
た。本市にでき
る財政の確保と
併せて、単なる
改修に留まらず目的に合った機能向上を目指したいと
考えます。

視察先：茨城県神栖市
項　目：体育施設整備事業（はさきマリンプール）につ
いて
内　容：学校プールの公営プールへの集約化を目指し、
既存の公営プール２つでは市内全域をカバーできない
ため、新たに学校利用を前提として、それまで公営プー
ルがなかった波崎地区に新設。同地域の中学校４校・
小学校７校の学校連携の利用状況・建設運営について
学ぶことが目的です。
まとめ：本市においては改修後 10 年程度の学校プー
ルと古いものが混在している。プールの共用と移動方
法・時間の確保と支援について多くの知見を得て、授
業利用だけでなく公共施設・学校施設の市民との共同
利用も含め、効率の高い施設利用を目指す学びとなり
ました。

埼玉県ふじみ野市
「ふじみ野ステラ・ウエスト内ホール」
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厚生委員会（行政視察）

経済建設委員会（行政視察）

日　程：令和 7年 10月１日（水）〜３日（金）　　
視察先：岩手県宮古市
項　目：再生エネルギー政策について
内　容：東日本大震災の際、エネルギー供給が長期間
断たれたことで、「既存電力のみに頼らない自立型の電
力供給体制の構築」、「災害時に必要なエネルギーを供
給できる体制づくり」、「自然資源を活用した再生可能
エネルギーの創出」の必要性が認識されたことを契機
とし、取り組まれています。復興計画において、５つ
ある「復興重点プロジェクト」のうちの一つとして位
置づけられていることも、施策の特徴です。
まとめ：エネルギーの地産地消による「地域内経済循環」
の仕組みは、エネルギー事業の利益を市民へ還元でき
ており、とても興味深いものでした。
項　目：脱炭素化へ向けた政策について

内　容：オン
サイトPPAに
より、公共施
設に再生エネ
ルギー・蓄電
池を導入し、
施設の電力を
賄う取組をさ

れています。また、市民ファンドや市民への普及啓発
活動にも力を入れておられ、脱炭素に向け、市民と一
体となって取り組める施策を展開されています。
まとめ：補助金等の支援を制度化するだけでなく、利用
促進のための周知に力を入れておられることが、市民の
環境に対する意識向上につながっていると感じました。 
※「公共施設オンサイト PPA」とは、発電事業者が、
公共施設内の屋根や敷地に太陽光発電設備を設置・所
有・維持管理し、そこで発電した電力を供給する仕組み。

視察先：岩手県盛岡市
項　目：重層的支援体制整備事業について
内　容：福祉ニーズが複雑化・複合化する中、縦割り
の分野別支援体制では対応が困難になっていることか
ら、市全体の支援機関等が相談を断らずワンストップ
で受け止め、つながり続ける支援体制の構築を基本理
念とし、令和４年から事業実施されています。「属性を
問わない相談支援」「参加支援」「地域づくりに向けた
支援」の 3つの支援を一体的に実施されていました。
まとめ：複数の課題（生活困窮・障がい・高齢等）が
複雑に絡んだ相談は本市でも増えてきているので、各
機関の連携体制の構築、そして、交付金等についても国・
県との十分な連携も欠かせないと改めて認識しました。

日　程：令和７年 11月 11日（火）～ 13日（木）
視察先：千葉県香取郡神崎町
項　目：スマート農業の取組について
内　容：千葉県神崎町では、平成４年から農地の区画
整理事業を開始し、大規模水田輪作体系におけるスマー
ト農業を取り入れた作物の収量向上と、軽労化コスト
削減を目指した技術体系の確立を実証されておられま
す。遠隔水管理システムや、スマート農機具の導入経
費とランニングコスト、行政からの補助や成果、課題
などについて、圃場も含め幅広く視察を行いました。
まとめ：大区画圃場の整備を契機に発足した営農組合
を基に、集約化された農地では主に水稲・小麦・大豆
を生産されておられました。導入されたスマート農業
機械は、自動運転トラクターをはじめＧＰＳ連動直線
キープ田植え機、遠隔水管理システムやドローン等で、
生産コストと作業時間の削減に加え、収量の増加を実
現されていましたが、
集約・集積された広大
な農地にとっては有用
であるが、狭窄地や山
間地での導入にはス
マート化への投資は難
しいと感じました。

視察先：茨城県稲敷市
項　目：スマート農業の取組について
内　容：茨城県稲敷市では、担い手の高齢化や後継者

不足、耕作放棄地の増加などから、農地の集積・集約
化を実施し、スマート農業の必要性が高まったことか
ら、茨城モデル水稲メガファーム事業において農地集
約までの過程や事業に係る予算と実績、関係団体との
連携・支援について視察を行いました。
まとめ：農地中間管理事業を活用した農地の集積・集
約化を進める際、農地貸付協力金や農地集約化奨励金
（農地交換）などに対し、市独自の補助金を交付されて
いました。結果的に３年間で１００ｈａ超の集積を達
成し、現在は耕作者同士が農地交換の話合いを持たれ
ているそうです。ＪＡ等の協力もあり、営農が大規模化・
法人化する中で、スマート農業への補助額も毎年増加
しているが、営農者にとってはメンテナンス等のラン
ニングコストが課題だと認識できました。また、スマー
ト化には大規模な圃場整備が基盤となることを痛感し
た視察でもありました。

視察先：茨城県つくば市農研機構
項　目：スマート農業の研究内容について
内　容：スマート農業技術導入の目的から、全国と熊
本県内の実証プロジェクト実施について、中山間地で有
効なスマート農業への取組事例、本市の概要や乾田直
播稲作の可能性など幅広く講話いただきました。
まとめ：大型機械が入らない農地では、ドローンの活
用や鳥獣害対策、ラジコン草刈り機、水管理システム
などが有効のようです。また、ドローンは共同利用も
有用であることが分かりました。

行政視察の様子（宮古市）

自動運転トラクターの試乗体験
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豊永　貞夫

動画視聴

問  �

特
殊
詐
欺
の
被
害
が
増
え
る
中
、
通
話
録
音
機
を

高
齢
者
世
帯
へ
重
点
的
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
な
ど
、
本
市
独
自
の
対

策
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答  �

こ
れ
ま
で
広
報
や
出
前
講
座
な
ど
啓
発
を
続
け
て

い
る
。
通
話
録
音
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を
含
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た
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害
防
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策
に

つ
い
て
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関
係
機
関
と
連
携
し
な
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検
討
し
て

い
く
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問  �

不
登
校
に
よ
る
健
康
診
断
未
受
診
者
を
な
く
す
た

め
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

の
か
。
教
育
委
員
会
と
福
祉
部
局
の
連
携
強
化
に

つ
い
て
は
。

答  �

教
育
委
員
会
と
福
祉
部
局
が
連
携
し
、
不
登
校
対

策
会
議
や
個
別
支
援
を
通
じ
て
情
報
共
有
を
進
め

て
い
る
。
今
後
も
児
童
・
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た

柔
軟
な
対
応
を
続
け
、
健
診
未
受
診
の
児
童
・
生

徒
を
な
く
す
取
組
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問 ～市政を問う～

田中　哲

村上　恵一

動画視聴

動画視聴

問  �

農
家
の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
が
進
む
中
、
育
苗

工
程
が
不
要
で
、
中
山
間
農
地
が
多
い
人
吉
で
も

導
入
が
容
易
で
あ
り
、
省
力
化
が
大
幅
に
期
待
で

き
る
、　
乾か
ん
で
ん田

直ち
ょ
く
は播

の
普
及
の
検
討
は
。

答  �

国
も
省
力
栽
培
技
術
導
入
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
、

直
播
栽
培
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。
収
量
を
普
通

栽
培
と
比
較
し
て
も
、
さ
ほ
ど
変
わ
り
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
Ｊ
Ａ
作
業
部
会
の
研
究
状
況

を
注
視
し
、
本
市
の
稲
作
に
対
応
で
き
る
と
確
認

で
き
た
ら
、
普
及
啓
発
、
支
援
の
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

問  �

会
計
検
査
院
か
ら
耐
震
不
足
と
指
摘
さ
れ
た
水す
い
管か
ん

橋き
ょ
うと
、
破
損
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答  �

県
が
管
理
す
る
西
瀬
橋
で
、
豪
雨
災
害
時
の
よ
う

に
排
水
管
が
被
災
し
て
も
、
矢
黒
町
か
ら
の
複
数

系
統
で
補
え
る
よ
う
管
網
を
形
成
し
て
お
り
影
響

は
な
い
。

問  �

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
、
山
田
川
は
球
磨
川
の
水

位
上
昇
の
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
よ
り
甚
大
な
被

害
が
生
じ
た
。
万
江
川
と
胸
川
は
水
位
周
知
河
川

だ
が
、
山
田
川
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
何

か
。
避
難
判
断
に
直
結
す
る
た
め
、
市
独
自
に
暫

定
的
な
水
位
基
準
を
設
け
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答  �
山
田
川
下
流
は
球
磨
川
の
浸
水
想
定
区
域
に
含
ま

れ
、
球
磨
川
の
水
位
情
報
等
で
危
険
度
把
握
が
可

能
な
た
め
、
現
時
点
で
個
別
指
定
の
必
要
性
は
低

い
と
の
県
の
見
解
で
あ
る
。
市
は
球
磨
川
水
位
を

基
に
早
期
避
難
判
断
を
行
い
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ

等
に
よ
る
情
報
提
供
を
強
化
し
、
県
と
連
携
し
て

安
全
な
避
難
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

※�

山
田
川
は
、
水
位
周
知
河
川
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
と
思
い
、
県
と
の
協
議
の
場
を
要
望
し
た
。

高
齢
者
を
詐
欺
被
害
か
ら
守
る

対
策
を
！
　

乾か
ん
で
ん田

直ち
ょ
く
は播

に
よ
る
稲
作
・
耐
震
不
足

の
水す

い
か
ん管
橋き

ょ
う

山
田
川
の
河
川
管
理
の
あ
り
方
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大塚　則男

福屋　法晴

牛塚　孝浩

動画視聴

動画視聴

動画視聴

一 般 質 問 ～市政を問う～
⬆
一
般
質
問・通
告
書
は
こ
ち
ら
か
ら
　
　
　
　
※
一
般
質
問
の
録
画
映
像
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問  �

市
内
の
総
世
帯
数
に
対
し
、町
内
会
加
入
世
帯
数
は
。

答  �

令
和
７
年
３
月
末
現
在
、
総
世
帯
数
１
万
５
０
７
６

　
　

�

世
帯
で
、
各
町
内
会
加
入
世
帯
数
は
１
万
２
１
８

　
　

３
世
帯
。

問  �

未
加
入
世
帯
が
２
８
９
３
世
帯
あ
る
中
、
加
入
世

帯
数
が
減
少
し
、
特
に
小
規
模
町
内
に
お
い
て
は

街
路
灯
電
気
料
が
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
町
内
会

未
加
入
世
帯
も
光
に
守
ら
れ
る
街
路
灯
だ
が
、
町

内
会
加
入
世
帯
が
電
気
料
を
負
担
し
て
い
る
。
市

が
負
担
す
る
べ
き
で
は
。

答  �

設
置
費
用
の
全
額
を
市
が
負
担
し
、
住
民
の
初
期

負
担
を
な
く
し
地
域
防
犯
体
制
づ
く
り
に
寄
与
し

て
き
た
。
防
犯
灯
の
費
用
を
一
部
の
住
民
だ
け
が

負
担
し
、
町
内
会
未
加
入
者
は
負
担
し
な
い
現
状

は
、
不
公
平
さ
の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
持
続

可
能
な
町
内
会
活
動
の
た
め
、
総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
。

問  �

市
道
の
草
刈
り
作
業
の
委
託
先
は
。　

答  �

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
市
道
42
路
線
の
草
刈

り
業
務
を
委
託
し
て
い
る
。　
　
　

問  �

草
刈
り
作
業
で
出
た
草
が
片
付
け
ら
れ
て
い
な
い

路
線
が
あ
る
が
、
片
付
け
ま
で
の
予
算
確
保
が
必

要
で
は
。

答  �
で
き
る
限
り
集
草
処
分
を
行
う
作
業
路
線
を
拡
充

で
き
る
よ
う
、
予
算
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問  �

狩
猟
期
に
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
報
償
費
の
対
象
と
す

る
こ
と
は
。

答  �

駆
除
頭
数
を
増
や
す
こ
と
は
、
効
率
的
な
対
策
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
関
係
機
関
と
協
議
し
対

応
し
て
い
く
。

問  �

有
害
鳥
獣
駆
除
活
動
に
当
た
り
、
作
動
確
認
が
で

き
る
機
器
購
入
の
助
成
は
。

答  �

人
吉
市
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
に
お
い
て
申

請
・
採
択
さ
れ
る
こ
と
で
、
協
議
会
で
購
入
し
、

実
施
隊
員
に
貸
与
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

問  �

中
学
生
み
ら
い
議
会
で
も
提
案
さ
れ
た「
給
水
ス

ポ
ッ
ト
」を
、
熱
中
症
対
策
や
環
境
保
全
、
安
心
し

て
周
遊
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら「
町
の
オ

ア
シ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、
段
階
的
に
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答  �

熱
中
症
対
策
の
上
で
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
有

用
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、
初
期
費
用
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
面
で
の
課
題
が
あ
り
、
持
続
可

能
な
運
用
に
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
。
昨
年
開
設

し
た
涼
み
処
で
は
、
冷
水
を
提
供
頂
い
て
い
る
事

業
所
も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
協
力
を
お
願
い
す

る
。
ま
た
に
ぎ
わ
い
創
出
に
も
有
用
な
の
で
、福
祉
・

経
済
・
環
境
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
政
策
と
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※�

他
、
薩
摩
瀬
地
区
・
下
林
町
・
温
泉
町
の
今
後
に
つ

い
て
、
物
価
高
騰
対
策
、
宿
泊
税
導
入
に
つ
い
て
質

し
た
。

町
内
街
路
灯
電
気
料
を
公
費
に

市
道
の
草
刈
り
管
理
・
有
害
鳥
獣

被
害
対
策

熱
中
症
対
策
を
兼
ね
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
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西　信八郎

動画視聴

問  �

学
校
プ
ー
ル
・
市
民
プ
ー
ル
と
全
天
候
型
プ
ー
ル

建
設
の
今
後
の
方
向
性
は
。

答  �

学
校
の
水
泳
授
業
は
、
プ
ー
ル
施
設
や
教
員
へ
の

負
担
な
ど
の
課
題
は
あ
る
が
、
児
童
・
生
徒
の
泳

力
維
持
や
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
大
切
な
学
習

で
あ
る
。
学
校
プ
ー
ル
は
、
学
校
施
設
と
一
体
的

に
活
用
す
る
た
め
、「
人
吉
市
立
学
校
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
検
討
す
る
。

市
民
プ
ー
ル
は
遊
泳
環
境
や
健
康
の
維
持
増
進
等

の
た
め
の
環
境
を
確
保
す
る
具
体
的
な
検
討
が
必

要
。
全
天
候
型
の
プ
ー
ル
の
新
設
は
、
熱
中
症
対

策
や
年
間
を
通
し
て
の
利
用
が
見
込
ま
れ
、
子
ど

も
達
を
含
め
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
に
寄

与
で
き
る
が
、
多
額
の
建
設
費
用
が
伴
う
。「
人
吉

市
市
民
プ
ー
ル
検
討
委
員
会
」
の
答
申
に
加
え
、

両
検
討
委
員
会
の
意
見
と
一
体
的
に
検
討
す
る
。

一 般 質 問 ～市政を問う～

徳川　禎郁

平田　清吉

動画視聴

動画視聴

問  �

市
街
地
に
人
が
集
い
滞
在
し
、
自
然
に
交
流
が
生

ま
れ
る
居
場
所
を
設
け
、
賑に

ぎ
わ
い
を
育
て
る
た
め
、

図
書
館
機
能
と
「
人
吉
元
気
く
ら
ぶ
」
等
、
多
様

な
世
代
の
居
場
所
を
一
体
的
に
整
備
し
て
い
く
必

要
性
に
つ
い
て
の
本
市
の
考
え
は
。

答  �

中
心
市
街
地
の
一
角
に
ど
の
よ
う
な
複
合
的
な
空

間
を
作
り
出
し
て
い
く
か
が
行
政
に
課
せ
ら
れ
た

喫
緊
の
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
既
存
の
図

書
館
の
あ
り
方
や
、「
人
吉
元
気
く
ら
ぶ
」
な
ど
の

活
動
も
総
合
的
に
勘
案
し
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
お

け
る
交
流
・
文
化
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
居
場
所
づ

く
り
に
つ
い
て
、
社
会
実
験
の
検
証
結
果
を
踏
ま

え
運
営
体
制
の
面
も
含
め
、
公
民
連
携
の
視
点
で

速
や
か
に
判
断
し
て
い
く
。

※�

他
、
中
川
原
公
園
の
整
備
、
移
動
式
ト
イ
レ
の
利
便

性
向
上
に
つ
い
て
質
し
た
。

問  �

ア
ニ
メ
夏
目
友
人
帳
の
聖
地
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

る
「
天
狗
橋
」
の
両
岸
に
、
観
光
用
の
駐
車
場
整

備
は
で
き
な
い
か
。

答  �

天
狗
橋
周
辺
の
駐
車
場
整
備
に
つ
い
て
、
現
在
、

橋
の
周
辺
に
は
駐
車
場
と
し
て
の
適
地
が
な
い
。

観
光
客
の
利
用
状
況
等
を
調
査
し
な
が
ら
、
適
地

の
確
保
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問  �
大
柿
地
区
側
か
ら
聖
地
「
天
狗
橋
」
を
眺
望
す
る

に
は
、
傷
ん
で
い
る
日
常
生
活
用
道
路
を
利
用
す

る
し
か
な
い
。
観
光
客
の
た
め
に
も
、
道
路
整
備

が
必
要
と
思
う
が
、
対
応
は
考
え
て
い
る
か
。

答  �

抜
本
的
な
舗
装
の
更
新
が
必
要
な
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
遊
水
地
整
備
工
事
が
本
格
化
す

る
こ
と
か
ら
、
地
域
内
で
多
く
の
工
事
車
両
の
通

行
が
見
込
ま
れ
る
。
工
事
の
進
捗
や
車
両
動
線
、

利
用
状
況
等
の
変
化
を
確
認
し
な
が
ら
、
適
切
な

時
期
に
対
応
し
た
い
。

学
校
で
の
水
泳
授
業
及
び
プ
ー
ル
の

あ
り
方
　

多
様
な
世
代
の
居
場
所
を

ま
ち
な
か
に
！
　
　

夏
目
友
人
帳
の
聖
地
「
天
狗
橋
」

周
辺
の
整
備
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川上　紗智子

松村　太

動画視聴

動画視聴

一 般 質 問 ～市政を問う～
⬆
一
般
質
問・通
告
書
は
こ
ち
ら
か
ら
　
　
　
　
※
一
般
質
問
の
録
画
映
像
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問  

今
後
の
物
価
高
騰
対
策
は
。

答  �

国
の
食
料
品
高
騰
に
対
す
る
支
援
が
あ
る
の
で
、

食
料
品
購
入
等
を
支
援
す
る
施
策
の
実
施
を
考
え

て
い
る
。

問  �

国
に
対
し
て
消
費
税
減
税
を
要
望
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答  �

消
費
税
の
一
部
は
、
地
方
に
交
付
さ
れ
て
い
る
。

仮
に
消
費
税
減
税
が
実
施
さ
れ
る
と
、
福
祉
や
教

育
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
事
業
が
で
き
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
る
。
地
方
自
治
体
か
ら
減
税
に
つ
い
て

声
を
あ
げ
る
こ
と
は
控
え
た
い
。

問  �

大
柿
地
区
で
遊
水
地
対
象
で
な
い
区
域
の
治
水
対

策
は
。

答  �

球
磨
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
で
、

令
和
２
年
７
月
豪
雨
と
同
規
模
の
洪
水
に
対
し
て
、

大
柿
地
区
を
含
め
た
人
吉
地
域
に
お
い
て
、
越
水

に
よ
る
氾
濫
防
止
な
ど
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問  

健
康
推
進
員
の
活
動
状
況
は
。

答  �

各
校
区
で
健
康
意
識
の
輪
を
広
げ
る
重
要
な
役
割

を
担
い
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
役
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
。

問  �

地
域
福
祉
の
役
割
の
高
ま
り
に
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
。

答  �
各
関
係
者
が
連
携
し
、
地
域
全
体
で
支
え
る
体
制

の
強
化
と
地
域
住
民
が
共
に
支
え
合
え
る
互
助
の

環
境
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
。

問  

地
域
福
祉
の
活
動
環
境
の
改
善
策
は
。

答  �

地
域
で
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
の
声
を
丁
寧

に
伺
い
な
が
ら
、
組
織
改
善
・
活
動
環
境
充
実
に
必

要
な
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。　

問  

ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
思
い
は
。

答  �

や
り
た
い
こ
と
、
長
所
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
。
球
磨
川
と
共
に
生
き
る
ま
ち
の

創
造
を
市
民
一
丸
と
な
っ
て
力
強
く
進
め
て
い
く
。

物
価
高
騰
対
策
と
豪
雨
対
策

支
え
る
人
を
支
え
る
取
組

ま
ち
づ
く
り
と
な
り
わ
い
　

「人吉市中学生みらい議会」を開催しました
　人吉市議会では、未来を担う子供たちが、本市が直面
する様々な課題やまちづくり、市民生活と行政との関わ
りについて学び、未来の人吉市について考える機会とす
る「人吉市中学生みらい議会」を、人吉市教育委員会と
共催で 10 月 31 日（金）に開催しました。
　中学生 18 人（9 組）が議員となり、3 人で議長を務め、

「人吉市の未来を考える」をテーマに、「ふるさと」に対
する熱い思いとともに、執行部に提言・提案を行い、す
ばらしい中学生みらい議会となりました。 （市提供）
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人吉市町内会長連合会 錦町議会

　令和7年11月6日（木）に人吉市町内会長連合会
の役員８名の方にご参加いただき、意見交換会を
行いました。
　高齢化と生活支援、防犯灯・街灯の負担と維持、
ごみ集積場、消防団の運営・再編、避難所整備や
道路復旧など、地域運営の実務課題と制度的支援
をテーマに、長時間にわたり活発に意見を交換し
ました。
　議会としては、総務文教・厚生・経済建設の各
委員会での検討、担当課との連携、実態調査の実
施など、前向きな姿勢で取り組んでいくことを申
し合わせました。

　令和７年11月20日（木）に錦町議会から10名の
議員が来庁され、「人吉球磨の連携について」を
テーマに意見交換を行いました。
　観光面での連携では、隣接する市町村で共同で
のイベント開催や、お土産の商品開発などの意見
がありました。
　また、医療機関の充実や鳥獣被害対策、環境整
備、鉄道の復旧・復興についての活発な意見が出
ました。
　人吉球磨が一体となって、お互いに情報を共有
しながら、それぞれが抱える問題を一緒に考えて
いく、大変重要な機会となりました。

　議員の資質向上を図るため、令和7年 11月 7日（金）にくまもと経済の宮崎泰樹氏（議会広報アドバ
イザー）をお招きし、「議会改革の一歩は広報紙改革から～広報の役割と先進地の事例～」と題し、議会
広報の役割、「ひとよし市議会だより」の改善点、
先進地の事例、各議会改革取組等の研修を行い
ました。
　宮崎氏には「議会広報アドバイザー」として
議会広報作成における助言等をいただきなが
ら、今後の議会広報を作成してまいりますので、
皆様に「ひとよし市議会だより」を通して、議
会の情報を分かりやすく発信していきます！

 議 員 研 修 会

宮崎氏による講演の様子

錦町議会との意見交換会町内会長との意見交換会

意 見 交 換 会各種団体との
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番号 件　　　　　　　　　名 議決結果

議第
75号

令和６年度　人吉市水道事業特別会計利益の
処分及び決算の認定について

原案可決
及び認定

議第
76号

令和６年度　人吉市公共下水道事業特別会計
利益の処分及び決算の認定について

原案可決
及び認定

議第
85号 令和６年度　人吉市歳入歳出決算認定について 原案認定

議第
86号 令和７年度　人吉市一般会計補正予算（第５号）原案可決

議第
87号

令和７年度　人吉市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第２号） 原案可決

議第
88号

令和７年度　人吉市介護保険特別会計補正予
算（第２号） 原案可決

議第
89号

令和７年度　人吉市水道事業特別会計補正予
算（第３号） 原案可決

議第
90号

人吉市手数料条例の一部を改正する条例の制
定について 原案可決

議第
91号

人吉市乳児等通園支援事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定について 原案可決

議第
92号

人吉市特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例及び
人吉市放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

原案可決

議第
93号

人吉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について

原案可決

番号 件　　　　　　　　　名 議決結果
議第
94号 公の施設の指定管理者の指定について 原案可決

議第
95号 訴えの提起について 原案可決

議第
96号 訴えの提起について 原案可決

議第
97号 訴えの提起について 原案可決

議第
98号 訴えの提起について 原案可決

議第
99号 令和７年度　人吉市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議第
100号

令和７年度　人吉市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第３号） 原案可決

議第
101号

令和７年度　人吉市介護保険特別会計補正予
算（第３号） 原案可決

議第
102号

令和７年度　人吉市水道事業特別会計補正予
算（第４号） 原案可決

議第
103号

令和７年度　人吉市公共下水道事業特別会計
補正予算（第３号） 原案可決

議第
104号

人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 原案可決

議第
105号

人吉市議会の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第
106号

人吉市職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 原案可決

・・・令和７年 12 月定例会の議案等の議決結果・・・

・・・令和７年１２月定例会の請願の議決結果・・・
番号 付託委員会 件　                　名 議決結果

請第２号 厚生委員会 人吉球磨准看護学院へのさらなる支援を求める請願 不採択

「表決が割れた」議案とその議員別表決
賛否が分かれたもののみを掲載しております。

議案
番号

議員氏名

件　名

川
上 

紗
智
子

松
村　
　
太

徳
川　
禎
郁

池
田　
芳
隆

牛
塚　
孝
浩

宮
﨑　
　
保

大
塚　
則
男

平
田　
清
吉

井
上　
光
浩

豊
永　
貞
夫

西　
信
八
郎

村
上　
恵
一

田
中　
　
哲

福
屋　
法
晴

宮
原　
将
志

議第85号 令和６年度　人吉市歳入歳出決算認定について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第99号 令和７年度　人吉市一般会計補正予算（第６号）● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第104号 人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第105号 人吉市議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請第２号 人吉球磨准看護学院へのさらなる支援を求める請願 ○ ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ● ●

議員別表決

〇：議案に対して賛成　　●：議案に対して反対　　／：議長は表決に加わりません

令和６年度 歳入歳出決算を認定
　令和６年度の決算を審査するために、令和７年９月定
例会で決算特別委員会を設置し、継続審査となっていま
したが、その後閉会中を含め４回にわたり慎重に審査を
行いました。
　11月 25日の本会議において、委員長から審査の経過
及び結果についての報告を行い、歳入歳出決算について
は賛成多数で認定されました。

令和６年度 水道事業特別会計利益の処分及び決算・
公共下水道事業特別会計利益の処分及び決算を認定

 令和６年度水道事業特別会計・公共下水道事業特別会計の利
益の処分及び決算を審査するために、令和７年９月定例会で
経済建設委員会に付託され継続審査となっていましたが、そ
の後閉会中に３回にわたり慎重に審査を行いました。
　11 月 25 日の本会議において、委員長から審査の経過及び
結果についての報告を行い、利益の処分及び決算については、
全会一致で可決及び認定されました。



次の定例会は
２月24日開会の予定です

【議会報編集委員会】　委員長／宮原　将志　　副委員長／福屋　法晴
委　員／川上　紗智子・松村　太・徳川　禎郁・池田　芳隆・牛塚　孝浩・豊永　貞夫

編
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で
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す
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だ
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今
年
度
は
、
10
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「
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温
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ま
つ
り
」
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市
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と
し

て
初
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展
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市
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し
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た
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会
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換
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開
催
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高

校
生
と
の
意
見
交
換
会
」
を
、

人
吉
高
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・
球
磨
工
業
高
校
・

九
州
技
術
教
育
専
門
学
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の
３

校
と
行
う
初
の
取
組
で
す
。
幅

広
い
世
代
の
方
か
ら
、
様
々
な

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聴
か
せ

い
た
だ
く
大
変
貴
重
で
有
意
義

な
機
会
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
身

近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

ま
す
。
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責
：
徳
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禎
郁
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◆�まつり会場での広報活動に取り組みました。感想を
お聞かせください。

・多くの人に知ってもらえる機会だと思った。
・ 普通、議員と会うことが少ないので、このような取組
はいいと思う。
・こんな目に見える活動も必要。話すきっかけにもなる。
・広報・ＰＲが少なかった。知っている人が少ない。
・顔が見える関係が相互理解の第一歩と思います。
・市民との交流の機会が増えることは良い。
・気軽にお話できました。

こんにちは
　人吉市議会です！

in 人吉温泉まつり 

　人吉温泉まつり会場において、人吉市議会としての初めての試みとして、市議会ブースを出展し、
議会だよりの展示や、各委員会の活動報告等の掲示を行いました。
　また、来場された方にアンケートを行いましたので、その結果を報告します。頂いたご意見は、
今後の議会活動の参考にさせていただきます。

◆人吉市議会だよりを読まれていますか？

◆�開かれた議会を目指し、YouTube、
facebook 等による情報発信をしていま
すが、ご覧になったことはありますか？

◆�市議会や議員に対して意見や要望を伝える
機会はありますか？
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